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【
き
の
こ
の
話
】日
本
に
毒
き
の
こ
は
2
0
0
種
以
上
あ
る
と
さ
れ
、き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

あ
け
ぼ
し
保
育
園
、
蓼
沼
保
育
園
、
ふ
ざ
か
し
お
ひ

さ
ま
保
育
園
、
上
三
川
保
育
園
、
ふ
ざ
か
し
お
ひ
さ

ま
保
育
園
分
園
、
ト
ー
タ
ス
キ
ッ
ズ

▼�

保
育
時
間
＝
保
育
の
必
要
な
理
由
や
就
労
時
間
等
に

よ
り
、
利
用
可
能
な
保
育
時
間
が
区
分
さ
れ
ま
す
。

Ａ�

「
保
育
標
準
時
間
」
利
用
・
・
・
フ
ル
タ
イ
ム
就

労
を
想
定
し
た
利
用
時
間
(
最
長
11
時
間
)
月
に

1
2
0
時
間
以
上
就
労
等
の
場
合

Ｂ�

「
保
育
短
時
間
」
利
用
・
・
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労

を
想
定
し
た
利
用
時
間
(
最
長
8
時
間
)
月
に
60
時

間
以
上
1
2
0
時
間
未
満
就
労
の
場
合

※�

通
勤
等
で
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼�
保
育
施
設
利
用
者
負
担
額
の
決
定
方
法
＝
お
子
さ
ん

の
認
定
区
分
、
年
齢
、
父
母
等
の
税
額
(
町
民
税
所

得
割
額
)
を
も
と
に
算
定
し
ま
す
。

▼�

入
所
の
選
定
基
準
＝
利
用
調
整
基
準
に
よ
る
合
計
点

数
が
高
い
方
か
ら
入
所
と
な
り
ま
す
。

※�

申
込
順
は
選
定
基
準
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
必
要
書

類
に
不
備
等
が
あ
り
ま
す
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

福
祉
課　

子
ど
も
・
子
育
て
係

　

☎
56

9
1
3
0

平
成
29
年
度

4
月
保
育
施
設
入
所
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

▼�

入
所
申
込
受
付
期
間
＝
10
月
3
日
(
月
)
～
11
月
30
日

(
水
)(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

▼�

入
所
申
込
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
(
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
)

▼�

提
出
書
類
＝
支
給
認
定
申
請
書
兼
施
設
利
用
申
込
書
、

保
育
施
設
利
用
に
関
す
る
確
認
票
(
同
意
書
)、
家
庭

状
況
等
調
査
票
、
保
育
施
設
利
用
者
負
担
額
口
座
振
替

依
頼
書
、
保
育
が
必
要
な
状
況
を
証
明
す
る
書
類
(
勤

務
証
明
書
等
)、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
(
通
知

カ
ー
ド
等
の
番
号
確
認
書
類
と
、
運
転
免
許
証
等
の
身

元
確
認
書
類
)、
母
子
手
帳
、
印
か
ん
(
認
印
)、
そ

の
他
必
要
書
類

▼�

保
育
施
設
入
所
基
準
＝
左
記
①
～
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
保
育
が
必
要
な
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

①�

就
労
の
た
め
（
1
ヶ
月
当
た
り
60
時
間
以
上
就
労
し
て

い
る
こ
と
）。

②�

妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
た
め
。

（
た
だ
し
、
産
休
期
間
の
み
）

③
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い
の
た
め
。

④�

同
居
の
親
族
又
は
長
期
入
院
等
を
し
て
い
る
親
族
を
常

時
介
護
・
看
護
す
る
た
め
。

⑤
震
災
・
風
水
害
・
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
の
た
め
。

⑥�

求
職
活
動
(
起
業
準
備
を
含
む
)
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
た
め
。

⑦�

就
学
の
た
め
(
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を

含
む
)。

▼�

町
内
保
育
施
設
＝
大
山
保
育
所
、
上
三
川
幼
児
園
、　

児
童
扶
養
手
当

制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

父
母
の
離
婚
等
で
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭(

ひ
と
り
親
家
庭
等)

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

手
当
額(

月
額)

は
？

　

受
給
資
格
者(

父
又
は
母
等)

が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど

も
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得
等
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。

○
子
ど
も
1
人
の
場
合

　

全
部
支
給
：
4
2
、3
3
0
円

　

一
部
支
給
：
4
2
、3
2
0
円
～
9
、9
9
0
円

○
子
ど
も
2
人
目
の
加
算
額

　

全
部
支
給
：
1
0
、0
0
0
円

　

一
部
支
給
：
9
、9
9
0
円
～
5
、0
0
0
円

○
子
ど
も
3
人
目
以
降
の
加
算
額(

1
人
に
つ
き)

　

全
部
支
給
：
6
、0
0
0
円

　

一
部
支
給
：
5
、9
9
0
円
～
3
、0
0
0
円

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
？

　

町
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
支
給
要
件
に

該
当
す
る
方
は
、
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
手
当
は
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

開
始
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

福
祉
課　

子
ど
も
・
子
育
て
係

　

☎
56
9
1
3
0
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【
き
の
こ
の
話
】食
中
毒
の
発
生
件
数
の
多
い
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
は
、シ
イ
タ
ケ
や
ヒ
ラ
タ
ケ
な
ど
の
き
の
こ
と
似
て
い
ま
す
。  

10
月
は

「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
強
化
月
間
」

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
人
と
犬
、
お
互
い
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

★
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

必
ず
首
輪
を
つ
け
て
つ
な
い
で
お
き
、
散
歩
の
際
も
リ
ー

ド
・
引
き
綱
を
つ
け
て
放
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
フ
ン
の
後
始
末
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う

　

散
歩
中
の
フ
ン
は
飼
主
が
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
お

し
っ
こ
も
、
よ
そ
の
家
の
玄
関
先
や
塀
、
庭
な
ど
に
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
鳴
き
声
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

犬
の
無
駄
吠
え
は
近
所
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
根
気
よ
く

し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

★
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
を
捨
て
る
行
為
は
犯
罪
で
す
(1
0
0
万
円
以
下
の
罰

金
)。
飼
う
場
合
は
、最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。
繁
殖
さ
せ
た
く
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
お
す

す
め
し
ま
す
(繁
殖
期
の
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
さ
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
)。

★
無
責
任
な
エ
サ
や
り
の
禁
止

　

無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
、
不
幸
な
命
が
増
え
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
飼
わ
な
い
場
合
は
、
安
易
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

住
民
生
活
課　

生
活
環
境
係

　

☎
56
9
1
3
1

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8
(6
8
4
)5
4
5
8

　町では、お子さんを小中学校へ就学させるのに経済的な理由でお困りのご家族に対し、学用品費
や給食費の一部を援助する制度を設けております。(上三川町要保護及び準要保護児童生徒援助費
支給要綱)
▶援助を受けることができる世帯
上三川町に住所を有する児童生徒の保護者で
　①　生活保護を受けている世帯
　②　次のいずれかに該当する世帯で、援助が必要と認められる世帯
　　・申請年度に生活保護を停止または廃止された世帯
　　・町民税等が非課税または減免となった世帯
　　・児童扶養手当を受給している世帯　・生活保護に準じる程度の低所得世帯
【世帯収入の目安】

世帯人数 世帯構成 目安となる年間総収入
2人世帯 母・小学生 265万円
3人世帯 父・母・小学生 287万円
4人世帯 父・母・小学生2人 345万円
5人世帯 父・母・中学生・小学生2人 404万円

　　※年間総収入は、あくまで目安であって、世帯構成や家賃の有無によって異なります。
　　※年間総収入は、前年における世帯全員の収入の合計です。
　　※�祖父母等と住民票が別になっていても同居している場合、又は、別々の家に住んでいても経済的援助（食費や学費等

の援助）がある場合には、同一の世帯とみなします。

▶申請方法＝就学援助を希望される方は、申請書類に必要事項を記入の上、学校または町教育委員
会に提出してください。（申請書類は、学校または町教育委員会から受け取るか、町ホームページ
からダウンロードしてください。）
▶援助の内容＝
　生活保護世帯
　・修学旅行費、宿泊学習費等、医療費(う歯等の学校病に限ります。)
　準要保護世帯
　・学用品通学用品等、校外活動費、新入学学用品費（4月1日認定の1年生に限ります。）
　・学校給食費、修学旅行費、宿泊学習費
　・眼鏡等購入費…学校長が必要と認めた児童生徒（購入限度額16,000円、年度内1回限り）
※詳しくは、通学されている学校、または�教育総務課学校教育係までお問い合わせください。

▶問い合わせ先＝教育総務課　学校教育係　☎56 9156

就学援助について


